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アンケート対象【保護者】

1

中学校 7校 回答者数 645人（2年生保護者）

※小･中･高等学校については、依頼校の対象学年の保護者全員にアンケートを実施
特別支援学校については、高等部在籍者のうち学校に携帯電話を持ち込んでいる生徒の保護者にアンケートを実施

高等学校 4校 回答者数 660人（2年生保護者）

特別支援学校 11校 回答者数 186人（高等部生保護者）

総回答者数 2,162人

小学校 11校 回答者数 671人（6年生保護者）

※全国調査数値については、内閣府の令和元年度青少年のインターネット利用環境実態調査結果を参照
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インターネットの利用機器（＊複数回答可）
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利用機器の所有状況（＊複数回答可）

（人）
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【3か年比較】 小学生保護者 82.0％
中学生保護者 75.7％
高校生保護者 49.4％
特別支援学校生保護者

69.4％
年齢が上がるとルール減少

児童生徒と保護者の

ルールに関する意識の差
あり
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メールやメッセージを送る相手
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家庭のルール内容（＊複数回答可）

（人）
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子どもの携帯電話やインターネットの管理は行っていない

その他の方法で管理を行っている

フィルタリングを使っている

普段の会話やコミュニケーションの中で，子どもの利用状況を把握している

成長段階に合わせて，子供向けの機器やサービスを使わせている

利用する際に時間や場所を指定している

大人の目の届く範囲で使わせている
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保護者としての取組（＊複数回答可）

（人）
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小学生の保護者の

危険性を知る機会が

ない・わからない
あわせて34.0%

中・高・特別支援（高）

の全保護者の約24.0%
が危険性を知る機会が

ない・わからない
と回答

全国保護者:75.3%

全国保護者:78.3%

全国保護者:79.2%

※全国保護者:インターネットに関する啓発や学習の経験について質問
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インターネットの危険性を知る機会❷（＊複数回答可）
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インターネットの危険性の内容（＊複数回答可）

（人）
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インターネットの利点（＊複数回答可）

（人）
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緊急時の情報が収集でき，家族等との連絡が速やかにとれる

買い物がすぐできるようになり便利になる

勉強等が効率的にできるようになる

対面では伝えられないこともインターネット上では伝えることができる

遠く離れた人ともつながることができる

家族とのコミュニケーションが盛んになる

友人や知人とのコミュニケーションが盛んになる

いろいろな事がわかり、自分の世界が広がる

動画や音楽等を簡単に見たり聴いたりできる

興味関心があることや知りたいことがすぐ調べられる
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安全利用のために保護者としてすべきこと①【主な記述内容】
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 コミュニケーションをとりながら正しい知識
を伝えていく

 保護者も正しい知識を身に付ける
（フィルタリング設定,課金,アプリ取得等）

 必要に応じて使用の判断をする

 フィルタリング等を常にアップデートできる
ように理解しておく

 子どもとの信頼関係をもとに管理する

 親の前で利用させる

 危険性を何度も教える

 利用について親も責任をもつ

 正しく利用できるよう保護者として見守って
いく（利用時間,場所,ルール等）

 子どもとコミュニケーションをとりながら

使い方を管理する（課金,アプリ,閲覧履歴等）

 フィルタリングの設定をする（課金,アプリ等）

 利用時間等を子どもと相談しながら決める

 ワンクリックやフィッシング等の詐欺サイト
を見極める

 メリット・デメリットを理解させる

 アプリなどのインストールを管理する

 利用についてのルールを守らせる

 子どもの表情やコミュニケーションから利用
状況を把握する

 危険なネットにつながないようにさせる

 依存症にならないようにスマホを使用しない
時間を確保させる。

小学生保護者 中学生保護者



安全利用のために保護者としてすべきこと②【主な記述内容】
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 正しい使い方を何度も教える（時間,マナー等）

 安全面に関するルールをつくる

 保護者も正しい知識を身につける

 利用に際しての危険性を教える

 コミュニケーションをとりながら家庭で

ルールをつくる

 個人情報の取扱いについて教える

 決められた時間だけ利用させる

 使用目的を明確にさせる

 スマートフォンをなくしたり貸したりしない
よう気をつけさせる

 オンラインゲーム等で知らない人とつながら
ないように注意させる

 正しい使い方を話し合う
（課金,有料サイトへのアクセス等）

 子どもの表情やコミュニケーションから利用
状況を把握する

 長時間利用にならないようにする

 利用についてのルールを守らせる

 メリット・デメリットを理解させた上で利用
させる

 スマホを使用しない時間の確保

 利用時間を子どもと相談して決める

 ワンクリックやフィッシング等の詐欺サイト
を見極める

 保護者もネットについての知識を身につける

高校生保護者 高等部生保護者


